答礼人形を里帰りさせる会の今後の取り組み 「ミス愛知」「ミス名古屋」里帰り活動の内容と今後の展開について by 小野 喜明
41 
  答礼人形を里帰りさせる会の今後の取り組み    
「ミス愛知」「ミス名古屋」里帰り活動の内容と今後の展開について 
 
小野 喜明 
 
 
答礼人形を里帰りさせる会（愛知）の会長の小野でございます。 
さて、「ミス愛知」の里帰りさせる会は、当会の事務局におられます夏目勝弘先生のご指導を
いただきながら、このような里帰りに向けた活動を丸 3 年行っております。来年 2017 年の日
米人形交流 90周年の節目に向けて、「ミス愛知」を愛知県に里帰りさせたいと準備をしており
ます。愛知県は広いですので、県内 4か所で、来年の 7月に豊川、岡崎、一宮、名古屋と廻る
ことをほぼ決めさせていただき動いております。愛知県各地のこの運動の活動をしていただけ
るボランティア、スタッフの方たちと一緒に、その地域においてどのように展示をするか、ど
のように協力していくかという事を、悩み、議論しながら活動をしております。今回の里帰り
運動は、民間でおこなっていることもあり、今回も公的施設ではなく、愛知大学の講堂を会場
に使わせていただきました。私ども民間の人間が、公的な施設にいきますと、「半年前でないと
予約は出来ない」ということを言われてしまいます。実は 2017年 7月の丁度 1年前になるの
で、ようやく公的に施設の予約ができる時期になりました。ですから、里帰り展は博物館のよ
うな公的施設で行うことが原則なのですが、その詳細については、これから皆さんにお知らせ
することが出来るようになったと言うのが、今の状態です。里帰り展は大きな事業になるので、
早め早めに決めて、早くアピールをして、早く募金活動をしたいのですが、なかなか上手くい
かなくて、地区の皆さんの本当に献身的な行動によって、それぞれ展覧会をしようと考えてい
る施設の人と親しくなっていただいて、なんとか内々に了承をいただく形で進めて参りました。
今でも企画の詳細がなかなか決まらないような宙ぶらりんの状態ではありますが、そのように、
一歩一歩地域の方と一緒にやっていただいております。 
今日は愛知大学様で、会の正式発足早々にこのようなシンポジウムを行うことが出来ました。
近藤先生はじめ関係者の皆様、本当にありがとうございました。大変に良いイベントになりま
した。そして、もう一度、今度は年内に名古屋地区でシンポジウムを、次は里帰りさせる会の
主催で行いたいと思っております。 
今日は、沢山の方にお越し頂き、青い目の人形、答礼人形を PRすることが出来ました。 
この東三河地区には現在でも青い目の人形が多く残されていますが、残念ながら名古屋では
青い目の人形は発見されておりません。私たちの活動を通じて、名古屋地域、尾張地域でも 1
体でも 2体でも発見されたら良いなと思っています。青い目の人形が残っていないこともあっ
て、なかなか関心度が低い愛知県の西部方面で次回の企画を開催して、この活動を一層盛り上
げたいと思っております。名古屋でのシンポジウムは 12 月 3 日に決まりましたが、場所等は
決まっておりません（後記：中京大学名古屋キャンパスで開催した）。そのときには藤村先生と
合唱団の皆様のテーマソングとミュージカルも披露できたらと思っています。 
そして、当会事務局の夏目先生と鈴木太さんには、各地の小学校での出前授業に日常的に出
掛けていただいております。子ども達は学校にありますから、青い目の人形については知って
いますが、答礼人形があったことは知らないことがあります。すでに出前授業は 3校終わって
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います。青い目の人形がある学校へ行って、子ども達に伝えることが、当面の私たちの会のミ
ッションだと思っています。出来たら、尾張地区、名古屋地区の小学校にも授業に行って、伝
えていきたいと思っています。 
三重県さん、岐阜県さんのように素晴らしい活動まで行きそうもありませんが、愛知県は愛
知県らしく、この活動を通じて、これを機会に、日米親善を皆さんと一緒にやって行けれれば
良いなと思っております。本日はありがとうございました。
